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昭和 41年 12月 12日~昭和 42年 5月 18日

S 4 0年間と同じ

中型機船底曳網 1ケ統

E 調査経過
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o 第一次航海 4 1年 12月 10日から全年 12月 19日まで延 10日間にわたり，本年度第 1

目の調査を行なった。漁場滞在日数6日，調査回数 26回で 18.0 6 4.5 IWを漁獲した。

調査海域水深は 216-350mの閣で，主として 3日日 -310mの場所で好漁を示した.

漁獲構成はホフケ 62. 1 ~も，マグラ 2 6.9 "10，ハツメ 9.0"10， ヒレグロ 2.0"10であった。

o 第 2次航海 昭和 42年 1月 12日から同月 16日まで 5日間にわたって第 2次航海を実施し

たω 操業を開始してから 2日目より近年に見られぬ厳しい寒波と強い季節風のため，着氷著しく

ソ連領海内に緊急、入域したが，錨網に使用した底曳用マニラロープが接断され操業不能となった

ため調査を打切り 1月 16日青森樹こ帰港した。

調査日数 2日，調査回数 8回，総漁獲量 3.0 8 0 I私漁獲欄或はタラ 45.5"10， ホッケ 42 "10， 

ハツメ 12. 5 ~もであった。

o 第 5次期協 4 2年 2月?日から同月 22日まで 14日間にわたり調査を実施したが漁場に向

う途中時化で小樽港に避難したため海溝日数が長びいた。

操業日数は 6日で総漁獲 23.5 8日Kf;l， 曳網可能回数 31回， 1曳網平均76日.6IWと漁獲は今

年度の航海では最高となり，魚獲構成はマダラが主体でハツメ，ホッケ，カレイ類の入網は極め

て少なく，スケトワタラは皆無に近かった。

o 第 4次航海 5月 6日-20日の 15日間にわたり第 4次航海を実施したが，漁場への途哨寺



化に悩まされ，漁場到着が遅れた。 15日から操業を開始したが，時期的に遅かったため漁獲皆無

無状態が続いたので 18日調査を打切った。

今航海は総漁獲 1，35 8 K9，調査回数 15回で 1曳網平均 90.5 K9，漁獲構成はマダラ 48 %ホ

ッケ 45 ~も，ハツメ 7 ~もった。

W 調査結果

航
出港地

曳 不 総漁獲量
総水揚金額

海 調 査 網 能

次 期 間 71<1揚地 回 回 1曳網当り
K9当り平均単価数 数 数 平均漁獲量

第 S 4 1 

1 2月 10日 青 森 1 8，0 6 4.5 K9 1， 0 6 7，7 2 0円
2 6 2 

次 /1 ?日 睦ケ沢 6 6 9 K9 5 6. 5円

第 S 4 2 

一 1月 12日 青 森 5噌 o8日K9 273司 4 日日円
8 。

次 /1 1 6日 青 森 3 8 5K9 8 8.7円

第 /1 

2月 ?日 青 森 23，580K9 9 9 3， 1 9 口円
3 3 2 

次 H 2 2日 八 戸 7 6 0.6 K9 4 2. 1円

第 /1 

四 5月 6日 青 森 1， 3 5 8 K9 6 7，7 1日円。
次 /1 2 0日 青 森 9 0.5 K9 4 9.9円
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魚体採捕、演IJ定位置

北緯 4 4度 25.5分

東経 136度 33日分
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主要魚種組成

ハツメ ヒレグロ 赤カレイ タ ラ ホッケ 計

漁獲量 Kg: 161 9口 3 1 5.0 57.日 4，853.5 1 1，22口 1 8，064.5 

百 分 率 9.口% 2.0 26.9 62.1 

平均単価 62.5円 5 6 40 64.6 5q.71 56.5 
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841年度第 2項航海
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ホフケ タラ ノ、ツメ 計

漁獲量Kg 1，285 1，405 390 3，080 

百分率 420/0 45.5 12.5 

平均単価 ヲ41円 83.3 86.6 全魚種 88.7円
恒均単価
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魚体調Ij定結果
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魚体採捕測定位置

北緯 44度 27分

東経 136度 33分

魚体採捕水深
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魚体測定結果
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調査結果

魚種別、漁獲量、金額

魚種 漁獲量 金額
平均単価

(K9当り)

マ ダ フ 84β% 20，000 K9 780~80 円 39円

ホッケ 75 % 1，7 8日 127200 71.3円

ハ ツ メ 77D 1，64日 80，71日 492円

ヒレグロ 0.4 ~も 100 3，900 39円

カジカ 0.3 % 6日 60Q. 10円

計 100 ~も 23，580 K9 993，190円
総平均単価

42，1円

延投網回数 3 3回
曳網可能回数 3 1回

曳網郎能回数 2回
総漁獲量 23，580K9 

1曳網当り平均漁獲量 76 o. 61<9 

総水揚金額 9 93，19 0円
1曳網当り水揚金額 32司 021円

延投網回数 1 5回

延曳網回数 1 5回

総漁獲量 1， 3 5 8 K9 

1曳網当り平均漁獲量 9 O. 5 K9 

総水揚金額 6 7，7 1日円

1曳網当り平均水揚金額 4司 5 1 4円



月 日
41年 12月
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V 考察
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本調査を開始して以来，今年度で 5年目を迎えるに至った。その結果漁獲される魚種の生物調査

面では尚引き:続き調査の必要性が認められるが，底曳網の漁場となる海域は，ほぽ決定している o

x_，冬期間の中でも漁獲状況から，底曳網漁業の適当である時期としては， 1 1 月下勾~3 月上匂

の期聞にしぼられるように恩われる。又，本漁業の最大の問題点は，漁場へ到達するまでに遭遇す

る時化であるが，これは今后も沿逗州へ出漁するに伴う悩みとなるであろう。

今年度の調査では生物調査及び環境調査に重点をおいて実施したが，その結果は，漁場の表面水温

は 12月 2.1 ~ 3. 6 'C， 2 月一日 6~十 O.1 0Cで， 2月の 10 0 m層水温-O. 1 ~ -O. 20C，又 2

月の 2 0 日 m 層水温は口~ O. 40Cで， 2月の水温測定結果では漁場附近には中冷水が存在するもの

と思われる。又，ハツメの生物調査では，ハツメのi峰雄5.l1j体長組成から 20 cmを境にして維は 16 

~ 2 0 cmに体長範囲がみとめられ雌の体長範囲は 20~26cmであることが伴り，これと漁獲され

るハツメの体長組成から多くのハツメは雌雄別に棲み分けをしているものと考えられる。又，今年

度漁獲されたハツメの 6~7 割は雌であるが，ハツメの産卵，出現，分布等未だ不明な点は多く，

今后の課題である。


